
は
ん
ぎ

本
書
は
、
お
よ
そ
前
例
の
な
い
「
板
木
」
の
研
究
書
で
あ
る
。
板
木
は
、

板
の
表
裏
両
面
に
文
字
ま
た
は
絵
が
彫
刻
さ
れ
た
長
い
板
で
、
標
準
的
な
外

ち
ょ
う
ば
り

寸
は
四
丁
張
（
後
述
）
の
場
合
、
縦
二
〇
糎
前
後
、
横
七
〇
〜
八
〇
糎
、

厚
さ
二
糎
前
後
。
板
面
に
墨
を
か
け
、
一
丁
（
二
頁
）
分
の
紙
を
置
い
て
何

度
も
摺
刷
す
る
た
め
、
板
の
両
面
に
墨
が
付
着
し
て
黒
く
、
重
く
、
非
常
に

扱
い
に
く
い
。
彫
刻
は
通
常
、
陽
刻
だ
が
、
板
面
の
文
字
と
絵
は
裏
向
き
に

な
る
の
で
読
み
づ
ら
い
。
そ
の
数
量
は
、「
単
純
に
思
い
つ
く
だ
け
で
も
十

数
万
枚
が
現
存
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
が
（
本
書
二
九
頁
。
以
下
同
）、

何
百
年
も
昔
の
板
の
こ
と
で
あ
る
。
破
損
、
焼
失
し
た
板
木
は
計
り
知
れ

ず
、
そ
の
残
存
自
体
が
偶
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
書
は
近
世

の
板
木
を
対
象
と
す
る
が
、
管
見
の
限
り
、
現
存
す
る
板
木
は
南
北
朝
期
頃

の
経
典
が
上
限
か
と
記
憶
す
る
。
ま
た
、
近
世
に
あ
っ
て
は
、
板
木
は
摺
刷

の
道
具
で
あ
る
と
同
時
に
版
権
そ
の
も
の
で
あ
り
、
板
木
の
所
有
は
版
権
の

所
有
と
同
義
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
板
本
は
、
板
木
を
摺
刷
し
た
も
の
で
あ
り
、「
板
木
な

く
し
て
、
板
本
は
存
在
し
な
い
し
、
板
株
（
版
権
）
と
い
う
問
題
も
扱
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
板
木
は
近
世
出
版
の
根
本
資
料
な
の
で
あ
る
」（
五
頁
）。

全
く
そ
の
と
お
り
だ
が
、
現
実
に
は
、
日
常
的
に
板
本
を
扱
っ
て
い
る
者
で

も
、
板
木
を
手
に
す
る
機
会
は
稀
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
皆
無
に
近

く
、
た
ま
た
ま
手
に
し
て
も
数
枚
程
度
の
こ
と
だ
ろ
う
。
板
木
が
身
近
に
な

け
れ
ば
、
そ
れ
も
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
著
者
は
職
務

の
一
環
と
し
て
、
奈
良
大
学
博
物
館
所
蔵
の
厖
大
な
板
木
の
山
に
遭
遇
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
永
井
一
彰
氏
の
収
集
に
か
か
る
、
知
る
人
ぞ
知
る
板
木
の

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
数
、
五
八
〇
〇
枚
に
及
ぶ
と
い
う
。
し

か
も
、
そ
の
大
半
が
、
竹
苞
楼
佐
々
木
（
銭
屋
）
惣
四
郎
、
文
政
堂
藤
井

（
山
城
屋
）
佐
兵
衛
と
い
う
、
現
在
盛
業
中
に
し
て
、
江
戸
時
代
京
都
の
有

力
書
肆
の
旧
蔵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
板
木
の
調
査
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
敢
行

さ
れ
た
著
者
は
、
板
木
の
一
枚
一
枚
を
明
確
に
「
研
究
資
源
」
と
位
置
づ

け
、
摺
刷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
板
木
の
細
部
に
ま
で
備
わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
機
能

の
解
明
に
着
手
さ
れ
た
。
今
、
事
も
無
げ
に
「
板
木
の
調
査
と
、
デ
ジ
タ
ル

化
」
と
書
い
た
が
、
小
稿
冒
頭
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
形
質
上
、
板
木
は

嵩
高
く
、
扱
い
が
厄
介
で
あ
る
。
そ
の
厄
介
な
作
業
を
克
服
す
る
た
め
の
板

〔
書
評
〕

金
子
貴
昭
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出
版
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木
の
デ
ジ
タ
ル
化
た
る
や
、
こ
れ
ま
た
劣
ら
ず
面
倒
な
作
業
で
、
全
板
木
五

八
〇
〇
枚
、
総
計
九
万
カ
ッ
ト
が
撮
影
さ
れ
た
試
行
錯
誤
の
あ
と
は
、
第
一

章
、
二
二
頁
〜
四
八
頁
に
詳
し
い
。
そ
の
よ
う
な
地
道
な
苦
労
か
ら
得
ら
れ

た
新
知
見
の
数
々
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
考
で
あ
る
。

右
に
経
緯
を
述
べ
た
と
お
り
、
板
木
の
実
物
に
即
し
て
説
得
力
の
あ
る
数

量
を
調
査
し
た
上
で
の
、
基
礎
的
な
板
木
の
研
究
書
は
、
本
書
を
も
っ
て
嚆

矢
と
す
る
。
こ
れ
は
、
出
版
研
究
の
今
日
的
な
意
味
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ

き
快
挙
で
あ
る
。
そ
の
快
挙
を
用
意
し
た
の
は
、
永
井
一
彰
氏
の
長
年
に
わ

た
る
精
力
的
な
板
木
の
収
集
・
調
査
、
な
ら
び
に
一
連
の
御
研
究
で
あ
り
、

そ
の
趣
旨
を
継
承
さ
れ
た
の
が
著
者
で
あ
っ
た
。
両
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
今
日
の
板
木
研
究
の
座
標
軸
は
示
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
「
板
木
の
物
理
的
な
基
本
構
造
を
探
り
」、「
板
木
か
ら
得
ら

れ
た
情
報
を
板
本
書
誌
学
に
還
元
」
す
べ
く
、「
板
木
書
誌
学
の
構
築
」（
以

上
、
一
五
頁
）
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
先
例
の

な
い
領
域
で
あ
る
が
、
著
者
は
板
木
に
残
る
わ
ず
か
な
痕
跡
の
意
味
を
考

え
、
該
当
す
る
板
本
と
照
合
し
、
出
版
記
録
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
当
時
の
〈
現
場
〉
を
復
元
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
実
践
こ
そ
が
「
板
木
書
誌
学
」
の
た

め
の
方
法
論
の
開
拓
で
あ
り
、「
板
木
書
誌
学
」
へ
の
道
は
、
そ
の
方
法
論

の
構
築
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
す
べ
て
の
論
考
に
は
言
及
で
き
な
い
の
で
、
目
次
を
掲
げ
て
全
容

を
示
す
。

序
章

研
究
資
源
と
し
て
の
板
木

は
じ
め
に
／
第
一
節

板
木
か
ら
分
か

る
こ
と
／
第
二
節

板
木
を
め
ぐ
る
研
究
界
の
動
向
／
第
三
節

板
木
資

料
の
活
用
・
共
有
化
へ
向
け
て
／
第
四
節

板
木
を
研
究
資
源
と
し
て
扱

う
た
め
の
課
題
と
本
書
の
構
成

第
一
章

板
木
活
用
の
意
義
と
実
践

は
じ
め
に
／
第
一
節

な
ぜ
板
木
は

重
要
か
／
第
二
節

な
ぜ
板
木
は
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
／
第
三
節

デ
ジ
タ
ル
化
の
方
法
／
第
四
節

板
木
研
究
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
必
要
性
／
第
五
節

イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
／
第
六

節

デ
ジ
タ
ル
化
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
効
用
／
お
わ
り
に

第
二
章

板
本
の
板
木
│
そ
の
基
本
的
構
造
│

は
じ
め
に
／
第
一
節

板

木
と
板
本
／
第
二
節

板
木
の
基
本
構
造
／
第
三
節

入
木
／
お
わ
り
に

第
三
章

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成
│
紙
質
・
匡
郭
│

は
じ
め
に
／
第

一
節

混
在
す
る
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
と
板
木
の
構
成
│
立
命
館
大
学

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
和
歌
麓
の
塵
』
を
例
に
│
／
第
二

節

匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
と
板
木
／
第
三
節

木
材
と
し
て
の
板
木
│
木

材
乾
燥
と
収
縮
│
／
お
わ
り
に

第
四
章

出
版
記
録
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
│
竹
苞
書
楼
の
出
版
記
録
│

は
じ
め
に
／
第
一
節

佐
々
木
惣
四
郎
の
出
版
記
録
（
そ
の
一
）
│
出
版

の
現
場
を
伝
え
る
情
報
│
／
第
二
節

佐
々
木
惣
四
郎
の
出
版
記
録
（
そ

の
二
）
│
蔵
板
記
録
│
／
第
三
節

佐
々
木
惣
四
郎
の
出
版
記
録
（
そ
の

三
）
│
『
書
林
竹
苞
楼
蔵
版
略
書
目
』／
第
四
節

諸
記
録
の
参
照
に
よ

っ
て
判
明
す
る
こ
と
／
お
わ
り
に

第
五
章

近
世
に
お
け
る
板
木
の
役
割
│
摺
刷
以
外
の
板
木
の
機
能
│

は

じ
め
に
／
第
一
節

板
木
の
外
見
／
第
二
節
「
白
板
」
の
語
意
／
第
三

五
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節
「
白
板
」
の
機
能
／
お
わ
り
に
│
近
世
出
版
に
お
け
る
板
木
の
役
割

│
第
六
章

池
大
雅
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
│
初
版
か
ら
現
在
ま
で
を
辿

る
│

は
じ
め
に
／
第
一
節
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
／
第
二
節

出
版
記
録
／
第
三
節
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
刊
行
事
情
／
第
四
節
『
賞

奇
軒
墨
竹
譜
』
の
諸
本
／
お
わ
り
に

第
七
章

高
野
版
の
板
木
│
奈
良
大
学
博
物
館
所
蔵
本
を
中
心
に
│

は
じ

め
に
／
第
一
節

高
野
版
の
現
存
板
木
／
第
二
節

高
野
版
の
板
木
と
巻

き
摺
り
／
第
三
節

山
上
と
山
外
／
お
わ
り
に

第
八
章

藤
井
文
政
堂
所
蔵

享
保
十
七
年
版
「
十
巻
章
」
の
板
本
│
袋
綴

じ
と
粘
葉
装
│

は
じ
め
に
／
第
一
節

藤
井
文
政
堂
所
蔵
「
十
巻
章
」

の
板
木
と
そ
の
板
本
／
第
二
節

享
保
十
七
年
版
の
摺
刷
方
法
と
そ
の
目

的
／
第
三
節
「
十
巻
章
」
の
板
木
売
買
│
藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書

か
ら
│
／
お
わ
り
に

終
章

課
題
と
展
望

第
一
節

総
括
／
第
二
節

本
論
の
特
質
│
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
│
／
第
三
節

課
題
・
展
望

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き

序
章
「
研
究
資
料
と
し
て
の
板
木
」、
お
よ
び
第
一
章
「
板
木
活
用
の
意

義
と
実
践
」
は
、「
板
木
資
料
を
学
会
共
通
の
研
究
資
源
」（
一
三
頁
）
と
す

る
た
め
の
前
提
で
あ
り
、
本
書
の
総
論
と
い
え
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
画
像

デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
い
う
こ
と
だ

が
、
す
で
に
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
「
板
木
閲
覧

シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働
し
て
お
り
、
懇
切
に
配
慮
さ
れ
た
検
索
画
面
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
三
九
頁
）。
こ
の
検
索
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
が
、「
板
木
の

分
割
所
有
の
可
視
化
」（
四
〇
頁
）、「
板
株
移
動
の
時
期
を
示
す
資
料
」（
四

二
頁
）
で
、
デ
ー
タ
活
用
の
さ
き
が
け
で
あ
る
。

第
二
章
「
板
本
の
板
木
」
は
、
板
木
あ
っ
て
の
板
本
だ
か
ら
こ
そ
、
板
本

い
れ
き

に
は
「
入
木
」
や
削
除
の
跡
が
残
り
、
板
木
の
状
態
が
溯
源
で
き
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
、「
板
木
は
板
本
上
に
表
れ
た
現
象
の
裏
付
資
料
に
な
っ
て
し

ま
う
し
、
板
木
研
究
は
板
木
が
存
在
し
な
い
板
本
に
と
っ
て
何
ら
の
役
に
も

立
た
な
い
」
も
の
に
な
り
兼
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
著
者
は
板
木
研
究
の
目
的

を
、「
板
木
を
板
本
の
付
随
資
料
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
」、「
板
本
を
見

た
だ
け
で
は
分
か
り
得
な
い
」
事
実
を
板
木
に
よ
っ
て
示
し
、「
板
本
書
誌

学
」
や
「
文
芸
研
究
を
刺
激
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
以
上
、
五
三
頁
）
と
表

は
し
ば
み

明
す
る
。
そ
の
好
例
は
、
永
井
氏
に
よ
る
、「
端
食
」（
板
木
の
反
り
止
め
）

の
形
状
に
よ
る
編
年
で
あ
る
が
、
板
面
の
彫
り
の
深
さ
も
ま
た
新
旧
の
判
断

材
料
と
な
る
（
六
七
〜
七
〇
頁
）。
あ
る
い
は
、
入
木
は
通
常
、
訂
正
・
加

筆
・
削
除
な
ど
、
板
木
の
修
訂
の
た
め
に
施
さ
れ
る
が
、
浮
世
絵
版
画
で

は
、
人
物
の
頭
部
の
精
緻
な
毛
髪
な
ど
は
、
部
分
板
木
の
再
利
用
を
前
提
と

し
た
入
木
で
あ
り
（
序
章
、
六
頁
）、
板
に
節
が
あ
る
場
合
も
、
入
木
で
補

正
す
る
（
七
三
頁
）。
い
ず
れ
も
板
木
に
だ
け
残
る
痕
跡
で
あ
る
。

第
三
章
「
板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成
」
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て
、
本

書
の
掲
載
順
と
は
前
後
す
る
が
、
次
に
板
木
の
基
本
構
造
に
ふ
れ
て
お
く
。

①
お
お
む
ね
板
木
一
枚
に
つ
き
片
面
に
板
本
の
二
丁
（
四
頁
）
分
、
両
面
で

四
丁
（
八
頁
）
張
。
片
面
一
丁
分
、
両
面
で
二
丁
張
も
多
い
。

②
表
面
の
二
丁
分
は
、
板
本
の
一
丁
目
と
四
丁
目
、
裏
面
の
二
丁
分
は
、
板
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ち
ょ
う
づ
け

本
の
二
丁
目
と
三
丁
目
を
彫
る
（
表
面
の
丁
付
は
連
続
し
な
い
）。

③
四
丁
張
の
場
合
、
片
面
二
丁
分
の
天
地
は
左
一
丁
、
右
一
丁
で
逆
方
向
に

な
る
。

さ
て
、『
和
歌
麓
の
塵
』
中
本
、
三
冊
は
、
一
書
で
紙
質
の
異
な
る
紙
が

使
わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
丁
付
を
検
証
し
た
結
果
、
こ
の
紙
質
の
出
現

パ
タ
ー
ン
が
四
丁
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
丁
張
の
板
木
が
使
わ
れ
た
と

き
た
の
べ
ず
い
ひ
つ

推
定
さ
れ
た
（
九
〇
頁
）。
ま
た
、『
北
辺
随
筆
』
大
本
、
四
冊
ほ
か
、
わ
ず

か
数
枚
が
残
る
板
木
か
ら
も
、
板
本
の
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
を
四
丁
張
の
原

則
に
組
み
合
わ
せ
て
、
全
丁
の
板
木
構
成
が
復
元
さ
れ
て
い
る
（
九
二
〜
一

二
七
頁
）。
こ
れ
ら
は
、
板
木
の
基
本
構
造
か
ら
、
板
本
と
板
木
の
新
た
な

関
係
が
見
え
て
き
た
論
考
で
あ
る
。

第
四
章
「
出
版
記
録
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
」、
第
五
章
「
近
世
出
版
に

お
け
る
板
木
の
役
割
」
は
、
従
来
「
出
版
の
記
録
と
し
て
読
ま
れ
」
て
来
た

本
屋
仲
間
の
記
録
や
板
元
の
蔵
板
書
目
を
、「
板
木
を
運
用
し
た
記
録
と
し

て
読
む
べ
き
部
分
を
含
ん
で
い
る
は
ず
」（
一
七
四
頁
）、
と
い
う
視
点
で
読

み
込
ん
で
い
る
。
た
し
か
に
竹
苞
楼
の
資
料
か
ら
は
、
板
木
の
移
転
先
が
判

明
し
、
相
合
板
（
共
同
出
版
）
の
持
ち
合
い
方
は
、
出
版
事
業
を
立
体
的
に

示
す
。
ま
た
記
録
を
よ
く
読
む
と
、
語
意
に
つ
い
て
も
再
考
す
べ
き
点
が
あ

る
。
そ
の
一
は
、「
入
銀
本
」
で
、
刊
行
前
に
売
弘
所
か
ら
注
文
を
取
る
べ

く
、
板
元
が
最
終
の
校
合
摺
を
内
容
見
本
と
し
て
利
用
す
る
場
合
を
い
う

（
三
七
頁
）。
そ
の
二
は
「
白
板
」
で
、
通
説
の
「
未
刻
の
板
」
で
は
な
く
、

ま
だ
墨
の
つ
い
て
い
な
い
摺
刷
前
の
板
を
い
う
例
（
一
七
六
〜
一
九
四
頁
）

で
あ
る
。

第
六
章
「
池
大
雅
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
」
は
、
希
有
な
こ
と
に
、

該
書
の
全
板
木
が
揃
い
、
か
つ
出
版
記
録
も
残
る
と
い
う
。
類
板
、
板
木
の

移
動
、
留
板
、
諸
本
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
板
本
に
表
れ
な
い
紆
余
曲
折
が

判
明
し
た
の
は
、
板
木
に
よ
る
板
本
研
究
の
最
た
る
成
果
で
あ
ろ
う
。
第
七

章
「
高
野
版
の
板
木
」
で
報
告
さ
れ
る
「
巻
き
摺
り
」
も
希
少
な
事
例
で
、

お
り
ほ
ん

折
本
で
は
製
本
が
先
で
、
後
か
ら
摺
刷
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
高
野
版
と
み
な
す
べ
き
範
囲
に
つ
い
て
も
、
高
野
山
上
に
限
ら
ず
、
山

外
に
残
る
板
木
も
含
め
て
の
再
検
討
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第

八
章
「
藤
井
文
政
堂
所
蔵

享
保
十
七
年
版
「
十
巻
章
」
の
板
木
」
は
、
刻

面
が
片
面
の
み
で
半
丁
に
分
断
さ
れ
、
板
心
の
板
木
が
別
に
あ
る
と
い
う
、

特
異
な
形
状
の
「
高
野
版
の
町
版
」（
二
五
〇
頁
）
に
注
目
し
、
高
野
版
に

は
粘
葉
装
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
版
は
同
じ
板
で
「
粘
葉
装
と
袋
綴
じ
の
双

方
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
」（
二
七
六
頁
）
と
結
論
づ
け
た
。
さ
ら
に
は
、

板
木
の
売
買
文
書
か
ら
、
板
株
、
焼
株
、
寺
院
と
板
元
と
の
関
係
を
示
唆
す

る
。
い
ず
れ
も
、
板
木
と
関
連
資
料
を
駆
使
し
た
好
論
で
あ
る
。

思
え
ば
、
中
野
三
敏
『
書
誌
学
談
義

江
戸
の
板
本
』（
一
九
九
五
、
岩

波
書
店
。
初
出
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
月
報
連
載
）
に
お
い
て

〈
板
本
書
誌
学
〉
が
提
唱
さ
れ
た
の
に
は
瞠
目
し
た
が
、
以
来
、
二
〇
年
に

満
た
ず
し
て
、
こ
の
た
び
〈
板
木
書
誌
学
〉
が
提
唱
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
の

速
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
ま
さ
に
板
木
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と

活
用
が
、
同
時
に
実
現
し
た
結
果
で
あ
り
、
快
挙
た
る
所
以
で
あ
る
。
た
だ

し
、
本
書
の
全
体
は
、
必
ず
し
も
分
か
り
易
い
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の
事

実
は
興
味
深
く
、
論
考
の
意
義
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
そ
れ
は
、
著
者
が

六
〇



寓
目
し
た
板
木
と
そ
の
周
辺
資
料
か
ら
、
最
大
限
の
情
報
を
引
き
出
し
た
か

ら
で
あ
っ
て
、
率
直
に
い
え
ば
、
一
件
ご
と
の
結
論
の
孤
立
感
は
否
み
が
た

い
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
は
、
文
献
に
比
し
て
研
究
資
源
の
属
性＝

偶
然
性
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
、
と
い
う
板
木
研
究
の
宿
命
が
呈
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
帰
納
さ
れ
る
べ
き
板
木
書
誌
学
へ
の
展
望
は
明

ら
か
で
、
む
し
ろ
、
今
後
の
板
木
研
究
が
本
書
の
水
準
か
ら
始
ま
る
こ
と

が
、
何
よ
り
幸
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
書
は
二
〇
一
〇
年
九
月
に
立
命
館
大
学
へ
提
出
さ
れ
た
博
士
論

文
に
基
い
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
五
月
に
、
第
三
十
五
回
日
本
出
版
学
会
賞

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
ま
た
、
本
書
に
次
い
で
、
永
井
一

影
『
板
木
は
語
る
』（
二
〇
一
四
年
、
笠
間
書
院
）
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
の

で
、
併
せ
読
ま
れ
た
い
。

（
Ａ
５
判
、
三
一
八
頁
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
法
蔵
館
、
七
八
〇
〇
円
）

（
ひ
ろ
せ
・
ち
さ
こ

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
）

金
子
貴
昭
著
『
近
世
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版
の
板
木
研
究
』
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